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確かな安全、確かな安心。
いつだって、
それが首都高の誇り。

2020年、予期せぬ事態で社会生活が大きく変貌しました。

人々の動きが制限され、

物流の果たすべき役割が日々大きくなった年でした。

首都圏のくらしや社会経済活動を24時間365日、

半世紀以上にわたり支え続けてきた首都高も、

既に40年以上経過した路線が全体の４割以上になるなど高齢化が進んでいます。

しかし、私たちは先人から継承した知恵や技術力、

これまで積み上げてきた知見や経験、そしてたゆまぬ努力で培った先進技術を活かし、

繰り返し維持管理することで安全性確保に努めてきました。

Top  Me s s a g e
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「安全な首都高を、快適に使っていただきたい」
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宮田 年耕

これまで半世紀もの間、この強い意志と変わらぬ使命がぶれたことはありません。

首都直下地震や気象災害などの大規模災害時も

首都高の変わらぬ使命を果たすために、

私たち首都高グループ社員一人ひとりは日頃からあらゆる想像力を働かせ、

シミュレーションや訓練を繰り返し、いざという時のために備えています。

さらに、これからも永続的に安全な首都高を

快適に使っていただくためにどうするべきか。

私たちは今、大きな転換期を迎えています。

「中期経営計画 2021-2023」はその転換期のスタートとして、

私たちの決意を込めています。

渋滞のない首都高に向けて、快適で便利なサービスを提供します。

世界レベルの創造的かつ先駆的な先進技術やＤＸにも挑戦します。

これからも首都高グループは、

お客さまの期待に応え社会に貢献し続けます。

私たちは決して歩みを止めません。

確かな安全、確かな安心のために。

いつだって、それが首都高の誇りです。
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※2019年度実績

※2019年度実績

首都圏の大動脈としての役割

人々の 移 動を支 える 物 流を支 える 地 域 社 会を支 える

1日約100万台の
交通量

一般道と比べて約5倍の
大型車交通量

※※

※東京23区一般道比

約327kmの
道路ネットワーク

1

2

首都圏の道路ネットワーク
の中核を担い、人々 に安全、
円滑、快適な道路サービス
を提供しています。

高架橋やトンネルなどの構造物
が大半を占めること、交通量が
多く過酷な道路使用状況下にある
ことなどから、きめ細やかな維持
管理が不可欠となっています。

都市間高速道路との
接続により、首都圏と
各地を繋ぎ、物流の効率
化に寄与しています。

首都圏の幅広いエリアを
道路ネットワークで結び、
各自治体や地域の皆さま
とともに、地域社会の発
展に貢献しています。

首 都 圏 の 生 活 基 盤 を 支 え る

首都高のユニークポイント

首都圏ならではの道路環境

高架橋・トンネルなど
土工部以外の構造物が占める割合　 約95%

約4割
年間補修実施件数　　　　　　　

パトロールカーの年間総走行距離　

46,000件／年

地球約120周分

■日々の補修・巡回業務

開通から40年以上経過する区間

3 安全・安心を守るために

私たちは、首都圏の大動脈である首都高速道路の建設、維持管理を通じて首都圏の生活基盤を支えています。

※InfraDoctor®：スマートインフラマネジメント
システム「　　　　　」のコア機能。GISと3次元
点群データを活用し、インフラ・構造物の維持管理
を支援します。

点検業務におけるInfraDoctor®の
導入による生産性の向上

■高度な技術の活用

20倍以上
※
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中期経営計画2021-2023の位置づけと2018-2020の振り返り

基本理念

首都高を取り巻く社会環境

経営理念

私たちは、首都圏のひと・まち・くらしを安全・
円滑な首都高速道路ネットワークで結び、
豊かで快適な社会の創造に貢献します。

●お客様第一　　　　●地域社会との共生
●社会的責任　　　　●自立する経営
●活力あふれる職場

●道路構造物の高齢化
●災害の発生（首都直下地震、気象災害激甚化等）
●急速な技術（ICT、AI、5G等）の進歩
●自動運転の動向
●SDGsに対する意識向上
●感染症の拡大・まん延
●多様な働き方への変化　　など

中期経営計画 2018-2020

将来のありたい姿（10～20年後）

2018

2019

2020

2021

2022

2023

2030

2040

私たちは、2020年度までの3年間、中期経営計画2018-2020に基づき、首都高グループ一丸となって取組みを進めてきました。
次の3年間では、将来のありたい姿を実現するために、基本理念・経営理念に加え、これまでの3年間の取組みの達成状況や社会環境の変化等に伴う更なる
課題を踏まえ、持続的な成長に向けた転換期として、次なる中期経営計画2021-2023を実行します。

中期経営計画
2018-2020の
振り返り

●大規模更新・大規模修繕事業の推進

●首都圏の強靭なネットワークの構築

●幅広い事業展開

●技術開発の推進

主要な取組み 達成状況

東品川桟橋・鮫洲埋立部更新工事
更新上り線(暫定下り線)完成(2020年6月)

横浜環状北西線 開通（2020年3月） 小松川JCT 完成（2019年12月）

関連事業収益(連結) 80億円（2019年度実績）

技術開発件数10件（2020年度実績見込）

2021-2023
中期経営計画

引き続き取り組むべき課題

●道路構造物の高齢化に伴う
　繰り返し補修と更新の実施

●首都高における
　安全性・定時性・利便性の向上

●関連事業における安定した
　収益基盤の確立

●快適な道路サービスの提供のための
　技術開発の推進
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●首都高を支える人材・職場づくり
     ～社員一人ひとりが元気に前向きに安心して働ける
　　  職場であり続けるために～

基本方針
関係図

第1章

首都高グループ
総合力の強化

首都高を支える
人材・職場づくり

技術開発の推進

基 盤 強 化

安全・安心の追求

快適・便利なサービスの提供

関連事業の推進

高 速 道 路 事 業

関 連 事 業

高速道路事業

関連事業

基盤強化

中期経営計画2021-2023の基本方針
私たちは、中期経営計画2021-2023において以下の６つの基本方針を定めています。

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

6つの基本方針

●安全・安心の追求
　 ～24時間365日、首都圏のひと・まち・くらしを支え続けるために～

●快適・便利なサービスの提供
　 ～お客さまと地域社会から信頼され続けるために～

●関連事業の推進
　 ～社会に貢献する企業として成長するために～

●技術開発の推進
     ～技術のリーディングカンパニーとして更なる飛躍のために～

●首都高グループ総合力の強化
     ～グループの力を結集し、最大限の力を発揮するために～

中期経営計画2021-2023とSDGsの関係

中期経営計画2021-2023 基本方針

安全・安心の追求
 ～24時間365日、首都圏の
　ひと・まち・くらしを支え続けるために～

快適・便利なサービスの提供
～お客さまと地域社会から
　信頼され続けるために～

関連事業の推進
～社会に貢献する企業として成長するために～

技術開発の推進
～技術のリーディングカンパニーとして
　更なる飛躍のために～

首都高グループ総合力の強化
～グループの力を結集し、
　最大限の力を発揮するために～

首都高を支える人材・職場づくり
～社員一人ひとりが元気に前向きに安心して働ける
　職場であり続けるために～

対応するSDGs

ステークホルダー

お客さま

社会

取引先

環境

社員

株主・投資家

私たちは、首都圏を支える重要な社会インフラ企業として、事業活動を通じて社会へ貢献し、持続可能な世界を目指すSDGｓの達成に寄与します。
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中期経営計画2021-2023とSDGsの関係

中期経営計画2021-2023 基本方針

安全・安心の追求
 ～24時間365日、首都圏の
　ひと・まち・くらしを支え続けるために～

快適・便利なサービスの提供
～お客さまと地域社会から
　信頼され続けるために～

関連事業の推進
～社会に貢献する企業として成長するために～

技術開発の推進
～技術のリーディングカンパニーとして
　更なる飛躍のために～

首都高グループ総合力の強化
～グループの力を結集し、
　最大限の力を発揮するために～

首都高を支える人材・職場づくり
～社員一人ひとりが元気に前向きに安心して働ける
　職場であり続けるために～

対応するSDGs

ステークホルダー

お客さま

社会

取引先

環境

社員

株主・投資家

私たちは、首都圏を支える重要な社会インフラ企業として、事業活動を通じて社会へ貢献し、持続可能な世界を目指すSDGｓの達成に寄与します。
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第1章

安 全・安心の追求
～24時間365日、首都圏のひと・まち・くらしを支え続けるために～

適切かつ効率的な維持管理の推進	 8

大規模更新・大規模修繕事業の推進	 9

危機管理、災害対策の強化	 11

1-1

1-2

1-3
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7 8中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

安 全 ・ 安 心 の 追 求

1-1 適切かつ効率的な維持管理の推進

1日約100万台のお客さまに、毎日、安全・安心・快適に首都高をご利用いただくために、日々のメンテナンスを
着実に実施していきます。
また、構造物の点検・維持・補修のサイクルを効率的に実施していくため、構造物の損傷を迅速・確実に発見する
技術の開発やこれらを管理する総合プラットフォーム(　　　　　)の更なる高度化に取り組んでいきます。 

計画的で適切な維持管理の実施

●スマートインフラマネジメントシステム（　　　　　　）を使用した効率的な
維持管理の実施

●点検、補修・補強の着実かつ適切な実施

●コスト縮減や省力化を可能にする補修技術の継続的な開発

●ドローンによる点検や点検結果の音声入力等の点検新技術の更なる活用

首都高グループが2017年から運用開始した
インフラの効率的な維持管理をトータルに
支援・実現するデータプラットフォーム

関連情報▶P.27

■2023年度目標

健全橋梁率※1

橋梁点検率・トンネル点検率・
道路附属物点検率※2

快適走行路面率※3

94％
100％

97％

橋梁点検 トンネル点検 狭隘
あい

部点検
（ロボットによる点検）

補修工法の効率化（補強材の軽量化、接着剤接合の採用）

※1	高架橋の径間（橋脚と橋脚の間）総数のうち、補修が不要な径間数の割合	
※2	2019年度から2023年度までの累計の点検実施率	

※3	舗装路面総延長のうち、快適で安定した走行が可能となる舗装路面延長の割合

鋼あて板補強（従来工法） CFRP(炭素繊維補強プラスチック)板補強（新工法）
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安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

安 全 ・ 安 心 の 追 求

道路構造物を長期にわたって健全に保つため、構造上、維持管理上の課題や損傷状況等を精査しながら、
首都高の更新・修繕事業を進めます。
また、構造物の高齢化の進行を踏まえ、今後必要な維持管理・更新等を適切に行うための検討を進めます。

1-2 大規模更新・大規模修繕事業の推進

大規模更新事業の推進 大規模修繕事業の推進

●東品川桟橋・鮫洲埋立部更新事業

●高速大師橋更新事業

●池尻～三軒茶屋出入口付近更新事業

●竹橋～江戸橋JCT付近更新事業（日本橋区間地下化事業）

●銀座～京橋出入口付近（築地川区間）更新事業

●構造物の高齢化が進む路線における橋梁単位での全体的補修、長期耐久性
を確保する大規模修繕事業の実施

大規模修繕事業における主な補強箇所

第
三
京
浜

関
越
道

中央
道

東関東道

東
名
高
速

京葉道路

竹橋～江戸橋
JCT付近
（日本橋区間）

銀座～京橋出入口付近
（築地川区間）

東品川桟橋・鮫洲埋立部高速大師橋

池尻～
三軒茶屋
出入口付近

外
環
道

床版

橋脚

桁

SFRC補強

鋼床版

舗装
SFRC
（鋼繊維補強
コンクリート）

床版補強

●コンクリート床版

炭素繊維補強

被覆補強被覆補強 隅角部補強疲労補強

●コンクリート橋脚●コンクリート桁

●鋼床版

●鋼橋脚●鋼桁

橋脚補強桁補強

床版

橋脚

桁

SFRC補強

鋼床版

舗装
SFRC
（鋼繊維補強
コンクリート）
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安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

安 全 ・ 安 心 の 追 求

1-2 大規模更新・大規模修繕事業の推進

　総延長が約327kmにわたる首都高速道路は、きめ細やかな維持管理が
必要な高架橋やトンネルなどの構造物の割合が約95%を占めています。また、
開通から50年以上を経過した路線の占める割合が、大規模更新・修繕事業
開始時（2014年4月）の4%から、2020年4月時点で約5倍（22%）に増加して
います。さらに20年後には約16倍（65%）に達する見込みです。

　2014年の道路法改正により計画的な更新事業の実施と安定的な財源の
確保が可能となり、大規模更新・修繕事業に着手し、累積未補修損傷数を
ピーク時の約5割まで減少させるなど、安全性確保に努めてきました。

　こうした道路の高齢化が進んでいる現状などを踏まえ、首都高速道路
ネットワークの健全性を将来にわたって永続的に確保していくために、損傷
箇所を繰り返し補修するとともに、更新を実施していくことが不可欠です。また、
そのための財源等の枠組みの構築や、工事実施時にう回路として機能する
高速道路ネットワークの整備・既存ネットワークの機能強化が必要となって
います。

高い構造物比率と道路の高齢化の進行

道路の高齢化の進行と
変わらぬ安心の提供

これまでの維持管理

変わらぬ安心を提供し続けるために

土工
5%

高架橋 75%

トンネル

14%
95%

半地下
6%

総延長

327.2km

100
90

80
70
60

50

40
30

20

10

(%)

10年後、20年後の経過年数の割合　

更新事業化
（2014年4月）

50年以上　　40～49年　　30～39年　　20～29年　　10～19年　　9年以下

現在
（2020年4月）

10年後
（2030年4月）

20年後
（2040年4月）

4%

31%

18%

23%

16%

7%

23%

41%

14%

11%
8%
2%

65%

14%

11%
8%
2%

22%

21%

24%

14%

11%
9%

約5倍

約10倍

約16倍

構造物比率（2020年4月時点）



11 12中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

安 全 ・ 安 心 の 追 求

首都直下地震、激甚化する気象災害（大雪、台風、大雨等）など、大規模災害による通行止め等の早期解除に
向けた防災対策を強化します。
また、被害・交通状況の迅速な把握、それに応じた適切なオペレーションの実施など災害対応力を強化します。

●防災・減災に向けた拠点の整備、訓練の実施、資機材の拡充等、現場体制
の強化

●橋梁の継ぎ目に段差が生じない対策(段差防止構造設置)や、更なる耐震性
向上対策(支承の耐震補強等)の実施

●除排雪作業の現場体制の確保、新たな融雪車両の導入、気象予測による
凍結防止剤散布の効率化等積雪凍結対応の強化

●止水壁の設置等による滞水防止対策、社屋・基地等の浸水対策の実施

首都直下地震への対応 気象災害への対応

1-3 危機管理、災害対策の強化

防災訓練の実施状況

止水壁の設置（川崎浮島JCT）支承取替えによる耐震補強

除排雪作業

浸水対策（五反田出入口）

凍結防止剤の散布

支承取替え前 支承取替え後



11 12中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

安 全 ・ 安 心 の 追 求

●拡声放送設備、交通異常検出システム等防災設備の強化

●防災システムの高度化（火災発生をより早く発見するための技術開発等）

●道路啓開計画支援システムの開発（道路啓開箇所への最適ルート検索、
滞留車両自動検知システム等）

●通信回線の冗長化（ローカル5G通信網の開発等）

トンネル火災等特異事象への対応 総合防災情報システムの更なる改良

1-3 危機管理、災害対策の強化

3 4

拡声放送設備 水噴霧設備

総合防災情報システム

パトロールカーに搭載したカメラ映像から滞留車両の
位置情報、台数を車種別にリアルタイム自動検知

滞留車両自動検知システム

交通異常検出システム



第2章

快適・便利なサービスの提供
～お客さまと地域社会から信頼され続けるために～

渋滞のない首都高に向けて	 14

革新的な情報提供の強化	 17

地域社会との連携強化	 18

新たな料金施策の推進	 21

2-1

2-2

2-3

2-4

13 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

快 適 ・ 便 利 な サ ー ビ ス の 提 供

14中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

神田橋
JCT

都心環状線

東京高速
道路

付加車線増設

日本橋
地下化区間

深
川
線別線（地下）

江戸橋
JCT

箱崎
JCT

竹橋
JCT

C1

Y 9

浜崎橋
JCT

右
車
線
へ

左
車
線
へ

可変式路面表示

可変式表示板

2-1 渋滞のない首都高に向けて

お客さまへ円滑で快適な道路サービスを提供するために、所要時間の短縮や渋滞の緩和を進めるとともに、
定時性・安全性を向上させます。
また、これまで培ってきた技術力を最大限に活用するとともに、都市内プロジェクトを着実に実施してきた
強みを活かし、首都高速道路ネットワークを更に強化し、利便性を向上させます。

●オリンピック・パラリンピックにおけるロードプライシングの効果検証を踏まえた、
混雑状況に応じた料金設定などによる交通円滑化の検討

●最新技術で取得した交通情報データを活用したダイナミックな車線運用の検討

●安全・快適に走行できる区画線運用の改善

●自動運転の普及により求められるサービスの提供に関する検討

1

特定路線に交通が集中し
混雑区間が発生

料金差により交通を誘導し
混雑区間をスムーズに

混雑区間を
スムーズにする
料金を設定

広域的なう回誘導による渋滞緩和 交通情報データとダイナミックな
車線運用による渋滞緩和

■2023年度目標

渋滞損失時間 2,200万台・時

既存のネットワークを賢く使う交通マネジメントの推進



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

快 適 ・ 便 利 な サ ー ビ ス の 提 供

15 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

神田橋
JCT

都心環状線

東京高速
道路

付加車線増設

日本橋
地下化区間

深
川
線別線（地下）

江戸橋
JCT

箱崎
JCT

竹橋
JCT

C1

Y 9

浜崎橋
JCT

右
車
線
へ

左
車
線
へ

可変式路面表示

可変式表示板

神田橋
JCT

都心環状線

東京高速
道路

付加車線増設

日本橋
地下化区間

深
川
線別線（地下）

江戸橋
JCT

箱崎
JCT

竹橋
JCT

C1

Y 9

浜崎橋
JCT

右
車
線
へ

左
車
線
へ

可変式路面表示

可変式表示板

●大規模更新事業に備えた、渋滞を
最小限に抑制する機能強化策の検討

●交通の分散を図る新たな出入口の
整備・再配置の検討

●新たな都心環状ルートの事業具体化
の検討及び関係機関との調整

●首都圏全体の交通円滑化、リダン
ダンシー（交通ルートの代替性）を
高める新規路線の検討

既存のネットワーク機能を向上させる
ボトルネックやミッシングリンクの解消2

ネットワーク機能強化による渋滞緩和

新たな都心環状ルート（別線）の検討

2-1 渋滞のない首都高に向けて

●圏央道方面と東京都心、さいたま新都心とのアクセス性を向上させる
　新大宮上尾道路（与野～上尾南）事業の推進

ネットワークの機能強化3

■目標

与野JCT部
（仮称） 2023年度	工事着手

①圏央道沿線からの都心方面へのアクセス性が向上し、地域の産業活動を支援
②一般道路の渋滞が緩和され、追突事故が減少
③信越、東北方面の主要拠点等からさいたま新都心へのアクセス性が強化され、
　拠点間の物資輸送等の速達性向上に寄与

期待される整備効果

上
尾
道
路

新
大
宮

バ
イ
パ
ス

高
速
埼
玉

大
宮
線

高速埼
玉

新都心
線

上
尾
道
路

新
大
宮

バ
イ
パ
ス

高
速
埼
玉

大
宮
線

高速埼
玉

新都心
線

与野JCT（仮称）



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

快 適 ・ 便 利 な サ ー ビ ス の 提 供

16中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

2-1 渋滞のない首都高に向けて

●交通状況を考慮した工事実施時間帯の設定

●同一規制帯での複数工事実施による規制回数の低減

●迅速な事故対応、故障車対応による渋滞リスクの最小化	

●滑り止め効果のある注意喚起カラー舗装等による安全性向上施策の実施

●車両点検広報やスマートドライバー活動への参加など、交通安全啓発活動等の実施

●首都高上の管理用カメラ画像を活用した事故・故障車等の早期発見及び事故発生要因の分析

●立入、逆走検知・警告システム設備の高性能化と整備拡大	

工事・事故等による交通影響の低減

効果的かつ着実な交通安全対策の推進

4

5

■2023年度目標

人等の立入事案件数

■2023年度目標 交通規制時間 路上工事による渋滞損失時間

105万台・時

センサーカメラ

警告表示板立入者

順行
走行車

交通管制員による
現地への呼びかけ

交通管制室で発報

スピーカー

警告表示板
イメージ

死傷事故率	

逆走事故件数

9.9件／億台km
0件

370件

210時間／km

注意喚起カラー舗装による安全対策

立入、逆走検知・警告システムイメージ



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

快 適 ・ 便 利 な サ ー ビ ス の 提 供

17 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

2-2 革新的な情報提供の強化

交通情報に対するお客さまの多様化するニーズに応えるため、ビッグデータ分析に基づくユーザーフレンドリーな
交通情報の配信、タイムリーかつ信頼性の高い情報提供サービスの強化に取り組みます。

●交通管制システムの刷新による道路システムのDXへの対応、交通
データプラットフォームの構築

●スマートフォンアプリ（mew-ti）による安全情報や道路交通情報の
提供

●お客さまニーズに適時適切に対応するSNSサービスの拡充

●交通データの活用による渋滞を避けた利用の案内

いまの
交通状況が
詳細にわかる！

アラートで
安全運転を
サポート!

重要な
お知らせを
プッシュ通知！

所要時間・
ルート検索が
できる！

交通情報提供プラットフォーム（将来イメージ）交通管制システム刷新 mew-tiによる情報提供

交通管制システム

プラットフォーム交通管制室

収集

交通管制
システム
中央装置
（AISS）

将来に備え
接続口を用意

ETC2.0
データ

収集

スタートアップ
／デベロッパー

通報通報

他道路管理者

補修工事
データベース

データ格納

情報表示

データ
交換

システムの
セキュリティを

確保

外部データ
交換システム

交通情報
データベース

ETC2.0

#9910

1 多様化するニーズに対応した交通情報の提供



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

快 適 ・ 便 利 な サ ー ビ ス の 提 供

18中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

大手町
連鎖型都市再生
プロジェクト
（常盤橋街区） 八重洲一丁目

北地区

日本橋一丁目
1・2番街区

日本橋一丁目
中地区

室町一丁目
地区

日本橋一丁目
東地区

日本橋区間地下化事業の概要図

2-3 地域社会との連携強化

周辺のまちづくりとの連携や関係機関との協力により事業を推進し、歴史や文化を踏まえた品格ある都市空間
の形成に貢献します。
また、沿線地域との交流イベントや地球環境へ配慮した施策等の実施により、地域社会との一層の共生を
目指します。

●日本橋周辺の再開発と連携した首都高速道路の地下化事業の推進
●日本橋川周辺の景観や環境の改善

地下化前

地下化前

地下化後

地下化後

日本橋区間地下化事業の推進1

※再開発の計画は現時点の情報を基に作成したイメージです。



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

快 適 ・ 便 利 な サ ー ビ ス の 提 供

19 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

●都心部における都市空間のポテンシャルを活かした新たな事業の検討

●都心環状線の掘割区間など都市再生・沿道まちづくりと連携した
　大規模更新事業の検討・推進（例：築地川区間）

上部空間の活用イメージ（都心環状線の掘割区間）

●地球環境に配慮した電気自動車用急速充電器の拡充、交通円滑化の推進
による高速道路利用に伴うCO2排出量の抑制

●目黒川周辺の原風景を再現する「おおはし里の杜」等における生物多様性
保全の実施

●工事残土等の建設副産物の再生資源利用の推進

首都高の環境への取組み姿勢（４つの柱）

脱炭素社会に向けて

沿道環境の改善に向けて

自然共生社会に向けて

循環型社会に向けて

社会・環境貢献緑地評価システム「SEGES」に
認定されたおおはし里の杜 急速充電器設備（PA）

2-3 地域社会との連携強化

まちづくりと連携した魅力的な都市空間の形成2
環境マネジメントの推進による
脱炭素社会等の良好な都市環境の創出3



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

快 適 ・ 便 利 な サ ー ビ ス の 提 供

20中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

2-3 地域社会との連携強化

●地元・地域と連携したPAでのイベント、エリアキャンペーン等の実施

●神奈川局新社屋（2021年新設）へのお客さまとのコミュニケーション
スペースの常設

維持管理勉強会における講義
PAでのイベント開催の様子

神奈川局新社屋コミュニケーションスペース（完成イメージ）

海外企業によるPA視察

■2023年度目標

イベント協働実施日数 13日

●国や地方公共団体等に向けた、地域に役立つ首都高グループの
　維持管理技術の紹介

●海外の政府機関等への技術協力と視察受入

維持管理技術等による社会貢献4 コミュニケーション活動の推進5



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

快 適 ・ 便 利 な サ ー ビ ス の 提 供

21 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

2-4 新たな料金施策の推進

近年のETC利用率の向上等を踏まえ、5年後のETC専用化に向けたロードマップに沿って各種施策を着実に
進め、料金所のキャッシュレス化・タッチレス化の早期実現により走行性・利便性を向上させます。
また、利用重視の料金体系の推進など今後の料金のあり方について検討を進めます。

ETC専用化の推進

●ETC専用入口の拡大による、よりスムーズで快適な通行の実現

●非ETC車へのETC車載器導入支援等の実施

●お客さまへのリモート案内を可能とするカメラ・モニター等機器の整備

1

新たな料金の検討

●社会・経済状況に応じた機動的な料金の検討

●公平性の観点から対距離制を基本とした料金や割引施策の検討

●高いサービス水準を維持するための料金のあり方の検討

2

■2023年度目標

ETC専用入口

ETC利用率

30箇所程度
98%ETC専用入口（横浜北線	馬場入口）

※上記具体方針(案)に基づき、首都圏の新たな高速道路料金の具体案を作成し公表しました。
　今後、2022年4月の新たな料金のスタートに向け、各種手続き等を実施していきます。

概要
●2016年4月の利用重視の料金体系への移行から一定の期間が経過したことを
踏まえ、首都高速道路の料金体系の整理・統一を更に進めることとし、また5年
後のETC専用化の概成等も考慮し、新たな上限料金を設定（普通車：1,950円）
●料金割引についても整理・統一を図る観点等から、大口・多頻度割引の拡充
や深夜割引の導入を実施

●外環千葉区間の利用が料金の面で不利にならないよう、起終点間の最短距離
を基本に料金を決定（混雑状況を踏まえ対象経路等を新たに設定。外環千葉
区間の割引を導入）

首都圏の新たな高速道路料金に関する
具体方針(案)

※ 普通車（ETC車）の場合 
　  消費税およびターミナルチャージを除く

激変緩和

2022年4月～

2021年3月12日に国土交通省より、2022年4月からの「首都圏の新たな
高速道路料金に関する具体方針(案)〈改定〉」が公表されました。



第3章

関連 事 業の推 進
～社会に貢献する企業として成長するために～

豊かな暮らしに貢献する事業の推進	 23

成長分野への経営資源の集中	 25

3-1

3-2

22中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

関 連 事 業 の 推 進

23 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

3-1 豊かな暮らしに貢献する事業の推進

豊かな暮らしへの貢献と安定した収益基盤の確立のため、駐車場事業、PA事業、技術コンサルティング事業
等の既存事業を強化します。
また、国内外のお客さまのニーズを的確に捉え、まちづくり・不動産事業や海外道路事業への投資等を積極的に
展開することにより、事業の活動範囲を広げていきます。

駐車場事業の強化・拡充 首都高ならではの新たなPA等の創造

ETC多目的利用サービスの事業化

1 2

3

●リニューアル工事の実施やネットワーク型ETCの導入による都市計画駐車場
の利便性・収益力の向上

●高架下駐車場の規模拡大等

●首都高区域外における駐車場の新規開設

●PAの特性やお客さまニーズに応じた質の高いサービスや、AIを活用した
新たなサービスの提供

●公園等とPAを融合した川口ハイウェイオアシス（仮称）の運営管理による
子どもからお年寄りまで幅広い世代が集い・憩える空間の提供

●湾岸地区における周辺自治体と連携した新たなPAの検討・推進

●地方道路公社の有料道路及び駐車場への展開

●空港・商業施設等への展開

■2023年度目標

駐車場事業売上金額（連結） 33億円

リニューアルした千駄ヶ谷駐車場

ネットワーク型ETCの機器設置状況

■目標

川口ハイウェイ
オアシス（仮称）
オープン

2022年度
完成イメージ
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関 連 事 業 の 推 進

24中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

3-1 豊かな暮らしに貢献する事業の推進

海外道路事業への投資6

●首都高の維持管理を通じて開発した専門技術（　　　　　　など）による
国内外の技術コンサルティングの受注拡大

●維持修繕業務グループ会社の技術を活かした補修工事等の受注拡大

●設計から工事まで総合的な建築コンサルティングの受注拡大

●都市内での用地取得実績を活かした用地補償コンサルティングの受注拡大

●周辺まちづくりと連携し、道路空間の上部や高架下等を活用した店舗や
オフィス・物流施設等の展開

●高耐震機能の賃貸収益住宅事業の実施（防災用社宅としての活用の検討）

●日本高速道路インターナショナル、海外交通・都市開発事業支援機構等と
連携した海外道路事業への参画

■2023年度目標

技術外販事業受注金額（連結） 30億円

海外道路事業

鉄道におけるInfraDoctor®の活用
（3次元点群データ計測状況）

交通管制システム総合試験
への立会い（タイ）

日本高速道路インターナショナル：
海外道路投資事業の展開のため日本の高速道路会社５社が出資して設立した会社

タイ（完成予想図）
出典：タイ運輸省国道局公表資料

インド（参画済）

インドネシア（参画済） ベトナム（参画済）

海外交通・都市開発事業支援機構：
インフラ事業を行う日本企業の海外市場への参入促進などを目的に官民により設立されたインフラファンド

首都高の技術を活用した事業の展開 まちづくり・不動産事業の展開4 5
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関 連 事 業 の 推 進

25 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

3-2 成長分野への経営資源の集中

自立した経営を確立し、将来にわたる持続的な成長を実現するため、将来の成長分野に経営資源を集中します。
また、首都圏を支えるインフラ企業として、これまで培ってきた技術やノウハウ、資産等を活かして、新たな事業を
創造・展開し、事業領域を拡大します。

経営資源の集中 新規事業の創造・事業領域拡大1 2

●首都高グループ一体となった長期安定的な収益、利益の確保
●個別事業の開発を企画・立案し、総合的に管理運営できる人材の育成
●成長分野に対応する組織の新設等効率的な管理運営体制の構築

●ターゲットとなる市場や顧客層の細分化によるお客さまニーズの抽出

●首都高グループの独自性・優位性を発揮できる分野の検討

●周辺まちづくりと一体となった再開発事業への参画など新規事業の創造・
展開

●高度な技術（InfraDoctor®、InfraPatrol®等）について空港・鉄道等のあ
らゆるインフラ点検、災害状況把握等への領域拡大

■2023年度目標

関連事業売上金額（連結）

関連事業営業利益率（連結）

87億円
12.3%

経営資源の集中

人材育成 収益力向上 新組織の設置 財務基盤強化 周辺まちづくりと一体となった
再開発事業のイメージ 空港におけるInfraDoctor®の活用

※駐車場・休憩所・技術外販・不動産事業等の売上金額及び営業利益率（受託事業は除く）



第4章

技 術開発の推 進
～技術のリーディングカンパニーとして更なる飛躍のために～

先進技術・ＤＸの推進	 27

社会・環境に貢献する技術の推進	 28

総合的マネジメントの推進とパートナーシップの強化	 29

4-1

4-2
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26中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3
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技 術 開 発 の 推 進

27 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

4-1 先進技術・ＤＸの推進

デジタル変革時代を迎えているなか、建設から維持管理に至る様々なシーンで、生産性の向上・高度化、
新たな価値の創出を図るため、異分野を含めた先進のICT、AI、ロボティクス、センシング技術等を活用し、
積極的にDXに取り組みます。

スマートインフラマネジメントシステム（　　　　　　）の進化 新たな情報通信インフラの開発1 2

●最新のデジタル技術等（ICT、AI、IoT、ロボット技術、CIMなど）を取り入れた次世代　　　　　　への
進化

●交通情報プラットフォームとのデータ連携強化による災害時の適時適切な状況把握や
　お客さまへの情報提供の向上など、新たな価値の創出

●センシング技術で得られた情報を　　　　　　	へ即時反映させるなど点検診断技術との連携

●災害時の確実な情報収集及び平常時の業務の迅速化に
資するローカル5Gを活用した新たな自営無線網の構築に
向けた実証実験の実施、整備に向けた技術開発

自営無線網（ローカル5G）の活用例

イメージ

・災害時にも輻輳せずに、高精細映像やセンサからの損傷データを
収集することによる確実な被害状況の把握

・平常時においても、構造物の高齢化により増大する道路損傷の
点検データや交通事故処理のためのリアルタイム画像データの
収集による業務の迅速化

・将来的には、多様化するお客さまニーズに対応した情報の提供

：首都高グループが2017年から運用開始したインフラの効率的な維持管理をトータルに支援・実現するデータプラットフォーム 関連情報▶P.8    

構造物や施設物の
維持管理に係るデータ

GIS
（2次元情報）

交通情報
プラットフォーム

ICT・ロボットを活用した点検技術 等

各種の点検・
センシングデータ

・材料データ
・施工記録
・出来形記録

CIM 等

点群
（3次元情報）

・基本諸元、図面、
　計算書
・施設管理図
・点検履歴、補修履歴

・幾何構造、すべり抵抗
・交通量
・交通事故件数、安全対策
・渋滞量、渋滞対策

・基本情報（ハザードマップ、
　資機材保管情報等）
・リアルタイム情報
（震度、点検進捗、被害、対応）

・周辺映像、点群
・日射条件、飛来塩分量
・気象情報・予測（気温、
   湿度、雨量、積雪量）

交通オペレーションに
係るデータ

防災情報（地震・雪・大雨）に
係るデータ

周辺状況や環境状況に
係るデータ

・施設防災システム
・施設管制
・トンネル防災システム

・交通管制システム

データプラットフォーム

AI
災害損傷個所の
高精細画像データ送信

安全運転支援情報
の提供 点検データ

送信

センサデータ送信

将来

将来

渋滞・規制情報の提供 交通事故処理の
リアルタイム
画像データ送信

渋滞・規制情報の提供 交通事故処理の
リアルタイム
画像データ送信
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技 術 開 発 の 推 進

28中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

4-2 社会・環境に貢献する技術の推進

地域環境や沿道環境の向上につながる新技術・新材料を積極的に取り入れます。
また、脱炭素社会を見据え、再生可能エネルギーの活用により社会に貢献します。

都市環境と調和した景観の創出 脱炭素社会を見据えた再生可能エネルギーの活用1 2

●新技術・新材料の積極的な採用による都市環境と調和した道路構造物の景観
の創出

●大型透光板の開発など内部景観の向上による快適な走行空間の実現

●道路の構造物や敷地・空間を利用した太陽光発電・蓄電による災害時の電力
供給等を可能にするエネルギープラットフォームの開発

環境にやさしい塗料による
都市環境と調和した景観

大型透光板の設置による
内部景観の向上

P

太陽光パネルの設置リユースバッテリーを活用
エネルギー創出高架下等蓄電 BOX

災害時の電気供給

Wi-Fi 基地局

CCTV

パーキングエリア
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技 術 開 発 の 推 進

29 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

国立研究開発法人土木研究所等との
共同研究（フーチング載荷実験）

東京都市大学との
共同研究に関する報告会

4-3 総合的マネジメントの推進とパートナーシップの強化

安全・安心な道路基盤を持続し、より快適な道路サービスを提供できるよう維持管理・更新技術を軸に、大学、
国及び他企業と幅広い連携を図りながら、創造的かつ先駆的な技術開発を総合的にマネジメントし推進します。

総合的マネジメントによる技術開発の推進 技術開発におけるパートナーシップの強化1 2

●技術開発のテーマ設定から実装まで、総合的なマネジメントによる質の高い
研究・開発の推進

●大学、国及び他企業との共同研究等の実施

●道路分野に限らない様々な分野の技術の情報収集と各部門（土木、建築、
電気、機械）の連携による技術開発の推進

■2021～2023年度（各年度）目標

技術開発件数10件
技術開発の主な分野

点検訓練シミュレーターが国土技術開発賞を受賞しました

点検・調査・評価
補修・補強
防災・減災
交通運用

景観・環境
工事安全
更新・建設

技術開発の
推進

P（計画）
・技術開発の計画
・研究の計画

C（評価）
・現場での試行
・開発技術の効果検証

D（実行）
・技術開発の実施
・研究の実施　

A（改善）
・課題の整理
・計画の見直し 　東京都市大学との共同研究により開発した鋼橋の疲労き裂に関する近接目視

点検教育システム「点検訓練シミュレーター」が「第22回国土技術開発賞」を
受賞しました。
　首都高速道路の点検業務に従事するための「点検技術者資格認定」における
現場点検実習業務にて、本技術を利用することにより室内で実橋梁の点検体験を
行うことが可能となり、従来手法の概ね4分の1の時間で学習が可能となりました。



第5章

首都高グループ総合力の強化
～グループの力を結集し、最大限の力を発揮するために～

首都高グループ全体の経営基盤強化	 31

情報発信力の強化	 33

5-1

5-2

30中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3



安全・安心 快適・便利 関連事業 技術開発 総合力強化 人材・職場

首 都 高 グ ル ー プ 総 合 力 の 強 化

31 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

5-1 首都高グループ全体の経営基盤強化

コンプライアンスやリスクマネジメントの意識を持ちつつ、首都高グループ内の連携・協働を強化します。
また、首都高グループの経営リソースを最大限に活用することにより、グループ全体のシナジー効果の発揮を
目指します。

首都高グループ全体の連携・協働の強化と
経営リソースの活用 お客さま満足度向上施策の推進1 2

●グループ内における円滑な情報共有・意見交換の推進

●グループ各社の強みを活かした経営リソースの適切な配分の実施

●お客さま満足度調査やグリーンポスト、電話によるお客さまからの改善要望
に対する早期改善の実施

●ISO10002によるお客さま対応プロセスの的確な運用

■2023年度目標

総合顧客満足度
（5段階評価）

横浜北線
新横浜入口
案内標識に
横羽線を追加

3.53

お客さまの声で案内標識を改善

ISO10002：顧客満足に関する国際規格であり、顧客満足マネジメントシステムに関する指針を示すもの

	改善例

首都高トールサービス西東京
首都高トールサービス東東京
首都高トールサービス神奈川

首都高パトロール

首都高速道路サービス

首都高保険サポート

首都高パートナーズ首都高アソシエイト

首都高メンテナンス西東京
首都高メンテナンス東東京
首都高メンテナンス神奈川

首都高技術

首都高カー・サポート

首都高ETCメンテナンス

首都高機械メンテナンス

首都高電気メンテナンス

構造物
点検

機械建築

用地管理
など

電気

ETC

土木

保険
代理店

人材派遣

料金収受

交通管理

PA運営
など

車両管理
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首 都 高 グ ル ー プ 総 合 力 の 強 化

32中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

地元保育園との
交流活動の様子

子ども向けの
特別講座の様子CSRに関する意識向上及び

情報発信ツール

5-1 首都高グループ全体の経営基盤強化

CSRの取組みの推進CSRの取組みの推進

リスクマネジメントの強化リスクマネジメントの強化

3

4

●首都高の事業を通じた社会課題の解決や社会
貢献活動の継続実施

●研修によるグループ社員意識の向上及び
CSRレポート等の充実による適切な情報発信

●首都高講座や子ども向けの特別講座など
首都高の事業理解に資する体験講座の充実

CSRハンドブック CSRレポート CSRリーフレット

●経営上重要なリスクについて必要な見直しの継続的な実施によるリスク
管理の徹底

●外部有識者による講習会の開催などを通じたグループ全体の社員意識の
醸成・向上

新型コロナウイルス感染症への対応新型コロナウイルス感染症への対応

政府の諸決定を踏まえた「新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」
を制定し、感染予防対策を首都高グループ全体で実施しています。

首都高グループでは、様々な業務について要員をグループ化し、異なる
グループ間での接触を避ける交代勤務とすることで感染の予防を図って
います。また、これにより感染者が発生した場合でも首都圏の大動脈で
ある首都高の機能を維持し続け、お客さまへの影響を最小限にとどめる
ようにしています。

・料金所係員、PA従業員の手洗い、
			うがい、マスク着用の徹底

・すべてのPAへの消毒液設置、
		ドアノブなどの接触の多い箇所の消毒

・屋内喫煙所の閉鎖や食堂の座席削減、
			レジへのビニールカーテンの設置等

・「三つの密」を避ける行動の徹底　
・在宅勤務及びスライド勤務の実施、推奨

大動脈を支え続けるために

料金所・PA休憩施設における対策

当社従業員の勤務時における対応

F O C U S
フォーカス

マスク着用
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首 都 高 グ ル ー プ 総 合 力 の 強 化

33 中期経営計画 2 0 2 1 - 2 0 2 3

5-2 情報発信力の強化

社員一人ひとりがステークホルダーの存在を意識しつつ、首都高グループの日々の取組みやステークホルダーが
必要としている情報を積極的に発信し、首都高グループの事業理解を図り、一層の企業価値向上を目指します。

積極的かつわかりやすい情報発信 積極的なIR活動による投資家との信頼関係強化1 2

●グループ各社も含めた首都高の安全・安心を守る取組みや社会的関心が高い
課題への取組みについての積極的な公表

●映像資料の活用やデジタル配信等の実施による、わかりやすく伝わりやすい
情報の発信

●ホームページ、SNS、情報誌、テレビ、ラジオ等のメディアを活用した首都高
グループの事業理解や利用促進につながる情報発信

●事業の更なる認知拡大のためのデジタルツールを活用した投資家向け
個別説明の実施

●決算説明会や現場視察会の開催

決算説明会

金融機関向けの現場視察会多様なメディアを活用した情報発信

首都高じゃらん ドライバーズサイト Facebook



第6章

首都高を支える人材・職場づくり
～社員一人ひとりが元気に前向きに安心して働ける職場であり続けるために～

人材育成による仕事力・現場力の強化	 35

誰もが働きやすい職場づくり	 36

6-1

6-2
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6-1 人材育成による仕事力・現場力の強化

社員一人ひとりに応じた成長機会を提供し、自己実現を支援することで、多様な人材が長期にわたり元気に前向き
に働くことができる環境づくりを行い、仕事力・現場力を強化し持続可能な社会を支える事業の礎とします。 

機動的な人材マネジメントの推進 専門分野の強化・拡充

●幅広い事業展開を支える人材の採用

●OJT、OFF-JT、自己啓発による継続的な人材育成

●多角的な視野と専門的な知識・経験の深化を両立したジョブローテーション・
人材配置の最適化

●多様な人材が長期にわたり活き活きと働ける環境の提供

●首都圏を支える首都高速道路を管理する技術力や知識・経験の伝承を
確実なものにするための人材の育成強化

●高度な技術・知識・経験を有する社員を認定する「エキスパート制度」を
活用した専門分野の強化・拡充

●専門分野で活躍する人材の育成を見据えた資格取得の支援・奨励

特定の専門分野に関する後進の指導・育成、人から人への技術の伝承
社内全体を対象に、建設・保全技術強化委員会の各部会活動やその他の
勉強会での指導、社内研修の講師など

●社員の専門能力向上に対するモチベーションの向上

●エンジニア育成及び技術力強化

効果

現場等で発生した実務課題への指導及び助言
特定テーマでの検討チーム参画、所属部署以外も含む相談対応など

外部の人脈等の活用による最新技術の収集、社内共有化
外部委員会への出席、社内での技術情報発信など

専門技術力の社外アピール
社外講習会等の講師、専門委員会への参加など

人材育成手法の随時
見直し、多角的な視野
と専門性を両立した人事
施策の最適化

事業展開を勘案した
人材確保を推進

個人評価及び組織の
生産性をもとに体制
を検証

OJT、OFF-JT、自己啓発
による継続的な育成

機動的な人材マネジメントの実施

育成面談
ジョブローテ

採用計画
育成計画

人事評価
業績検証

実務経験
知識付与

ACTION PLAN

CHECK DO

人材マネジメント計画

エキスパートの役割

1

2

3

4
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柔軟な
勤務体制

労働ルールの
継続的確認

執務環境の
整備

社用PC

連携

社用モバイルPC スマートフォン

外出先・在宅勤務 首都高グループ

クラウド

・ファイル共有サーバ
・社内グループウェア

・業務システム

6-2 誰もが働きやすい職場づくり

会社の貴重な財産である社員が社会的使命を全うしつつ、それぞれの事情に応じて、心身ともに健康で前向き
に働くことができる職場を目指し、引き続き働き方改革に取り組みます。
また、刻 と々変化する社会情勢に柔軟に対応し、首都高グループ全体としての生産性を高めるよう、社内外に
おけるICT環境を整備し、社員一人ひとりの業務の効率化を推進します。 

働き方改革の更なる推進 ICT環境の整備

●円滑なコミュニケーションと切磋琢磨に繋がるオフィス空間の創造や設備
の拡充など、チーム力強化のための執務環境の整備

●在宅勤務やスライド勤務の拡充など多様な働き方へ対応した柔軟な勤務
体制の本格的整備及び社会情勢を踏まえた労働ルールの継続的確認

●共有データ保管場所の統合化

●あらゆる場所における社内と同等なICT環境の整備とセキュリティの確保

●グループ全体のポータル統一化の推進

多様な働き方の実現 ICT環境の整備



東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会では、交通輸送の円滑化や
景観向上のための取組みなどを通して、大会の成功に貢献してまいります。
また、様々な取組みから得られた成果や経験を「レガシー」として、料金施策を
はじめとした各種施策に活用していくことも検討していきます。

　東京2020大会におけるロードプライシングの実施

実施期間

対象車種

対象エリア

東京2020大会に際し、東京都及び大会組織委員会がとりまとめた方針に基づき、
交通輸送の円滑化のため、時間帯別に料金を変動させる「ロードプライシング」を、
TSM（料金所のレーン数制限や入口閉鎖などの交通規制）と併せて実施する予定です。
（2020年7月17日事業変更許可）

東京2020大会期間中におけるロードプライシングの効果を検証し、混雑状況に応じた
機動的料金体系などの柔軟な料金施策を検討していきます。

オリンピック対象期間	 ：2021年7月19日（月）～8月9日（月）
パラリンピック対象期間	：2021年8月24日（火）～9月5日（日）

■夜間割引及び料金上乗せの額・時間帯

更なる展開に向けて

継続的な取組みとして夜間割引　：	ETC車（全車種）※現金車は対象外
料金上乗せ：	ETC車（軽・二輪、普通車のうち自家用乗用車）
	 現金車（すべての軽・二輪、普通車）

夜間割引　：	首都高全線
料金上乗せ：	ETC車（東京都内区間）　現金車（首都高全線（一部、下り線除く））

訪日外国人のお客さまに首都高をより快適にご利用いただくために、ホームページや
お客さまセンターにおける多言語対応（英語、中国語、韓国語など）や、トイレサインの
多言語表記などの取組みを実施しています。

ホームページ（英語版） 多言語対応のトイレサイン

国際都市東京の魅力発信やイベント機運高揚へ
の貢献のため、観光地周辺やスポーツ会場などへ
の玄関口としての「おもてなし」に配慮した修景を
図っています。さらに、走行空間についてもトンネル
内面をはじめ、料金所やＰＡにおける建築物の修景
を実施しています。

今後も、新技術、新材料を積極的に活用し、都市
環境と調和した景観を創り出していきます。

　「玄関口」にふさわしい景観の創出

　多言語によるご利用案内

東 京 2 0 2 0 大会のレガシー

料金上乗せ（都内区間）

一般道から首都高への転換抑制

通常
料金

通常
料金

通常
料金

0時 4時 6時 22時 0時 4時 6時

5割引
※通常料金
から割引

夜間割引
（首都高全線）

夜間割引
（首都高全線）

5割引
※通常料金
から割引

首都高の利用を夜間へシフト

¥1,000（一律）
※通常料金に上乗せ

修景前

修景後
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大規模更新箇所（8.5km）
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首 都 高 速 道 路 ネットワ ー ク 図

※再開発の計画は現時点の情報を基に作成した
　イメージです。

竹橋～江戸橋JCT付近
（日本橋区間）

銀座～京橋出入口付近
（築地川区間）

高速大師橋

池尻～三軒茶屋出入口付近

新大宮上尾道路
(与野～上尾南)事業

（8.0km）

東品川桟橋・鮫洲埋立部
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首都高速道路株式会社
首都高トールサービス西東京株式会社
首都高トールサービス東東京株式会社
首都高トールサービス神奈川株式会社
首都高パトロール株式会社
首都高カー・サポート株式会社
首都高技術株式会社
首都高メンテナンス西東京株式会社
首都高メンテナンス東東京株式会社
首都高メンテナンス神奈川株式会社
首都高電気メンテナンス株式会社
首都高ETCメンテナンス株式会社
首都高機械メンテナンス株式会社
首都高アソシエイト株式会社
首都高速道路サービス株式会社
首都高保険サポート株式会社
首都高パートナーズ株式会社

首
都
高
グ
ル
ー
プ

https://www.shutoko.co.jp/company/group/
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首都高速道路株式会社
首都高トールサービス西東京株式会社
首都高トールサービス東東京株式会社
首都高トールサービス神奈川株式会社
首都高パトロール株式会社
首都高カー・サポート株式会社
首都高技術株式会社
首都高メンテナンス西東京株式会社
首都高メンテナンス東東京株式会社
首都高メンテナンス神奈川株式会社
首都高電気メンテナンス株式会社
首都高ETCメンテナンス株式会社
首都高機械メンテナンス株式会社
首都高アソシエイト株式会社
首都高速道路サービス株式会社
首都高保険サポート株式会社
首都高パートナーズ株式会社

首
都
高
グ
ル
ー
プ

https://www.shutoko.co.jp/company/group/
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注意事項　掲載内容は、特に指定のない限りは本中期経営計画の発行時点の情報です。 発行元：首都高速道路株式会社　　2021年4月発行
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